
matemalbehaviorinJapanesemacaques.InuyamaCOE

International Symposium "Research on long-lived

animalS:Thepast,presentandfutureoflongitudinal

studies"(Posterpresentatioh)(Jan･2002,Inuyama).

Abstractsp.54.

5)Huffman,M.A.&Il.Nishie(2001)Stonehandling,atwo

decadeoldbehavioraltraditioninaJapanesemonkey

troop.XXVIIthlntemationalEthologyCongress,Animal

Innovations- Symposium, (Aug∴ 2001 Tuebingen).

AdvancesinEthology36(supplementstoEthology):p.

35.

6)Huffman,M.A.(2001)A bio-culturalapproachto
discoverlngandevaluatingherbalan仙elmimtics-therole

ofanimalbehaviorandethnobotanicalstudies.Natural

ProductsResearchNetworkforEastemandCentralAfrica

Symposium (plenary Speaker)(Aug.2001,Nairobi).

Abstractsp.13.

7)Huffman,M.A.,Pebsworth,P.,Bakuneeta,C･,Gotoh,S.,

Obbo,C.,Kiwedi,Z.,Karamaji,J.& G.Muhumuza

(2001)EcologiCal factorsinfluencingthebehavioural

diversityofleaf-swallowingandotherhealthmaintenance

aspectsofthedietinchimpanzeesofBudongoandMahale･

PrimateSocietyofGreatBritain-WinterMeetings(Dec.

2001,London).

8)Hufrman,M.A.,Pebsworth,P.,Bakuneeta,C.,Gotoh,S･,

Obbo,C.,Kiwedi,Z.,Karamaji,J.& G.Muhumuza

(2002)Ecologicalfactorsinfluencingthebehavioural

diversityofleaf･swalIowingandhostparasiterelationships

inchimpanzeesofBudongoandMahale･InuyamaCOE

Intemational Symposium "Research on long-lived

aJlimals:Thepast,presentandfutureoflongitudinal

studies"(Posterpresentation)(Jam.2002,Inuyama).

Abstractsp.65.

9)Okamoto,K･(2000)Long･te- studyofwildmoor

macaques(Macacamaurus).InuyamaCOEIntemational

Symposium"Researchonlong-livedanimals:Thepast,

presentand future oflongitudinalstudies" (Poster

presentation)(Jam.2002,Inuyama)･Abstractsp･69･

10)Takemoto,H.&Hirata,S.(2002)Recentobservationon

non-humanprimatesinRioMuni;EquatorialGuinea.

huyamaCOBIntemationalSymposium ■■Researchon

long-1iving animalsthepast,presentandfutureof

longitudinalstudiesH(Posterpresentation)(Jam.2002,

Inuyama).Abstractsp.55.

ll)Takemoto,H.(2002)Seasonalchangeintimespentfor

temStrialbehaviourofchimpanzeesin relation to

micrometeorologyinthetropicalfわrest.InuyamaCOE

Intemational Symposium "Research on long-living

animalsthepast,presentandfutureoflongitudinal

studiesM(PosterPresentation)(Jam.2002,Inuyama).

Abstractsp.55.

12)Takemoto,H･,Hirata,S.& Sugiyama,Y･(2002)

Manufactureanduseofbrush-sticksbychimpanzees.

InuyamaCOBIntemationalSymposium ■■Researchon

long-1iving animalsthepast,presentandfutureof

longitudinalstudies"(PosterPresentation)(Jam.2002,

Inuyama).Abstractsp.61.

-和文-

1)岡本暁子 (ユool)個体識別に基づく継続研究からみえ

てきたもの一野生ムーアモンキーにおける群れ内競

合と群れ間競合.日本晴乳類学会 2001年度大会自由

集会 ｢現在のサル研究｣(2001年 10月 沖縄).講演要

旨集 p.34.

2)杉浦秀樹 ･藤田志歩 ･光永総子 ･清水慶子 (2002)煤

ニホンザルにおける交尾相手の選択性.第 49回日本

生態学会大会 (2002年3月 仙台).講演要旨集 p.181.

3)竹元博幸 (2001)チンパンジーの地上性行動の割合に

みられる季節変化.第55回日本人類学会大会 ･第 17

回日本霊長類学会大会連合大会 (2001年 7月 京都).

霊長類研究17(2):167.

4)竹元博幸 (2001)種子散布者としてのチンパンジー.

日本晴乳類学会2001年度大会 (2001年 10月 沖縄).

講演要旨集 p.132.

5)上原重男 (2001)マハレの昼行性中･大型晴乳類,と

くに霊長類の生息密度:-1996年と2000年の比較.節

55回日本人類学会大会･第 17回日本霊長類学会大会

連合大会 (2001年7月 京都).霊長類研究 17(2):122

/AnthropologicalScience110:63.

社会構造分野

森明雄 ･大滞秀行 ･鈴木晃 ･杉浦秀樹

<研究概要>

A)ヒヒ類の研究

森明雄

サウジアラビア･タイフ市のゴミ埋め立て場に集ま

る巨大なマントヒヒの群れの個体群動態の調査をした後,

ダムとアル ･ルーダフ公園を利用する別のマントヒヒの

群で,行動学的 ･社会学的調査を行なった｡特に,今年

度は,イヤー･タッグで標識した個体の生存と所属する

ユニットを調べ,前年度のユニット構成との異同を明ら

かにした｡結果は,ユニットはかなり不安定であること

が分かった｡

また,エチオピア南部アルシ州に生息するゲラダヒ

ヒのポピュレーションの研究を引き続き行っている｡

ら)中央アフリカ乾燥サバンナにおける歪長類の社会生

態学的野外研究
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大将秀行

カメルーン北部でバクスモンキーの野外研究を1986

年以来行っている｡今年度は,まず単雄群雄の交代のタ

イプ分けを行い,単雄群の維持と社会変動の機構につい

て総括を試みた｡他方,人口学的資料からは出産率,幼

児と成体の死亡率などの個体数変動要素の各々の関係を

分析,議論した｡また形態進化の研究者と共同でパタス

モンキーの移動様式の資料を分析した｡これらの結果は,

研究成果報告書 rアフリカ熟柿林の盃長類とその草原-

の進出:比較研究｣に掲載した｡

C)ニホンザルの個体群動憶･生活史･繁殖とその生態学

的決定要因の研究

栗田博之l)･大揮秀行 ･杉浦秀樹

･深谷もえ2)･森明雄 ･高橋弘之 3)

高崎山の餌付け集団を対象に継続個体数調査を行い,

得られた人口学的基礎資料をもとに人口学的諸変数を求

め,個体群動態の研究を進めている｡今年度は,初期成

長と初期死亡率の分析を行うとともに (栗田),近年の出

産率の低下には,集団全体の個体数よりも,むしろオト

ナ雌数の増大が大きく影響していることを明らかにした

(大津)｡また,野生群の金華山,屋久島西部海岸地域,

個体群動態の継続調査を実施した (杉浦)｡

宮崎県幸島では,主群を避けて島の片隅に生きる/J､

さな分裂群の観察を前年度に引き続き行った｡採食樹の

結実とサルによる利用の年変動を検討した結果,2001年

の秋は,2000年より1999年に似た果実の結実と利用の

様相を示した (森)｡さらにニホンザルの資源利用と,良

全体の食物の利用可能度と比較する研究を開始した (深

谷)｡また,思春期オスの群からの離脱が,年齢によって

決まるのか,体重から見た成長で決まるのか検討してい

る (森)｡

金華山の野生ニホンザルを対象に,メスの発情と交

尾期の主要食物のアベイラビリティーの関連,およびオ

スの繁殖戦略を研究した (高橋)｡

D)インドネシア,ボルネオ島,クタイ国立公園のオラン

ウータンの野生個体群の研究

鈴木 晃

2001年9月には,タンジュンと名付けたオランウー

タンの母親の第5仔が産まれた｡個体間の血縁関係,個

体関係,性周】乳 出産周期等,様々な基本的資料が整い

英積されてきた｡調査基地であるキャンプ ･カカップの

運営に関して,国立公園当局,石炭会社と協議を続けて

きた｡

E)野生オランウータンの保全のための遺伝学的･採食生

憶学的および繁殖生理学的研究

高橋弘之 3)

インドネシア ･西カリマンタン州プトウン･カリフ

ン国立公園で野生オランウータンの野外調査を行った｡

ネストの発見数から,同公園中央部はオランウータンの

密度が低く,一方,西部は密度が高いと考えられる.西

部では,糞 ･尿 ･体毛等のDNA分析用サンプル採取に成

功した｡

F)ウガンダのカリンズ森林におけるチンパンジーと他
種霞長類の生憶学的研究

橋本千絵4)･田代杓子3)

食 物 生 産量と社会的因子がチンパンジーの典団編成

パ タ ー ン にどのような影響を与えるかを調査した｡また,

噛乳類コミュニティの中でチンパンジーの占める生憶的

地位に'1いて研究すると共に,丑長桁とその他の輔乳類

の採食生態と環境利用に関するデータを分析した｡

G)コンゴ森林における野生ボノボの社会及び行動の研

究 ､

橋本千絵 4)･田代靖子 3)

コンゴ民主共和国(旧ザイール)ジョル地区ルオ保護

区ワンバ森林のボノボの継続調査を行っている｡本年度

は渡航自粛勧告のため現地調査はできなかったが,過去

に収集された資料に基づき行動の分析を行った｡

H)分子生物学的手法を用いたチンパンジーの社会柄迄

の比較と種分化に関する研究

田代柄子 3)

ガボン共和国ムカラバ森林において,チンパンジー

とゴリラの非侵襲的なDNA試料を採英し,グループ,パ

ーティーの構成に関する分析をおこなった｡あわせて調

査地の樹種構成などの生態的条件に関する資料を収集し

た｡

Ⅰ)野親的行動とホルモンの研究

MassimoBardi5)

霊長類研究所ニホンザル放飼群を対象に,母性ホル

モンと母親的行動の関連を研究した｡雌親による,自分

および他個体の子供に対する世話や拒絶といった行動と

母性ホルモンの関連を調べ,.複雌集団における母性行動

の意義について検討した｡

∫)発達の研究

上野有理 2)･柏原将 2)
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霊長類研究所のチンパンジーを対象に,採食行動の

発達を研究した (上野)｡嵐山のニホンザルを対象に,千

ども同士の社会関係の発達に母親同士の社会関係が及ぼ

す影響について研究した (柏原)0

K)グルーピングの研究

下岡ゆき子 2)･杉浦秀樹

コロンビア ･.7カレナ地域の野生ケナガクモザルを

対象に,離合集散の動態を研究した (下岡)｡

ニホンザルの群の空間的な広がりについてデータの

収集と解析を行った (杉浦)o

L)野生チンパンジーの音声ゴミュニケ-ションに関す

る基礎研究

保坂和彦6)

1991年以来,タンザニア ･マハレ山塊国立公園のチ

ンパンジーを対象に収集してきた音声 ･映像資料を整理

し,音声コミュニケーション研究の基礎となる音声行動

日録及びデータベースの作成を進めた｡

M)移入タイワンザルの生息状況と雑種化の現状の研究

大揮秀行

和歌山市周辺に生息する移入タイワンザルの調査を

1998年から行っている｡-調査は,(研究所内の集団遺伝分

野,ニホンザル野外観察施設の教官等および所外の研究

者と広く協力しながら行っている｡今年度,和歌山県に

よって全頭捕獲の決定がなされ,それに伴う資料収集を

計画中である｡

l)2001年4月～9月 教務補佐員 2)大学院生

3)日本学術振興会特別研究員 4)研修員

5)coE外国人研究員 6)coE非常勤研究員

<研究業続>

論耳

一英文-

1)Bardi,M.& Borgognini-TarliS.(2001)A surveyon

parents-childrenconflictresolution:Intrafamilyviolence

inItaly.ChildAbuse&Neglect25:839-853.

2)Bardi,M.,PettoA.J.&Lee-ParritzD.A.(2001)Parental

failureincaptivecotton-toptamarins(Saguinusoedipus)･

AmericanJoumalofPrimatology54:1591169.

3)Bardi,M.,ShimizuK.,FujitaS.,Borgognini-TarliS.&

Huffman M.A.(2001)Hormonalcorrelatesofmatemal

style in captive macaques.IntemationalJoumalof

Primatology22:647-662.

4)Bardi,M.,ShimizuK.,FujitaS.,-Borgognini-TarliS.&

HufhanM.A.(2001)Socialbehaviorandhormonal

correlates during the perinatalperiod in JapaJleSe

macaques.HomonesandBehavior39:239-246.

5)Fumichi,T.,Hashimoto,C.&Tashiro,Y.(2001)Seasonal

changesinhabitatusebychimpanzeesintheKalinzu

Forest,Uganda:Extendedapplicationofmarkednest

censusmethod.IntemationalJoumalorPrimatology

22(6):913-92&.

6)Furuichi,T.,Hashimoto,C.&Tashiro,Y.(2001)Fmit

availabilityandhabitatusebychimpanzeesintheKalinzu

Forest,Uganda: Examination of fallback foods.

IntemationalJoumalofPrimatology22(6):929-945.

7)Il'ashimoto,C.,Fumichi,T.& Tashiro,Y.(2001)Wh at

factorsaffectthesizeofchimpanzeepartiesintheKalinzu

Forest,Uganda? Examinationoffruitabundanceand

numberofestrousfemales.Intemational Joumalof

Primatology22(6):947-959.

8)-Kurita,H.,Shimomura,T.&Fujita,T.(2002)Temporal

variationinJapanesemacaquebodilymass.International

JoumalorPrimatology23:411-428.

9)Sugiura,H.,Agetsuma,N.& Suzuki,S.(2002)Troop

extinctionandfemalefusioninwildJapanesemacaquesin

Ⅵ血shima.IntemationalJoumalofPrimatology 23:

69･54.

1Q)Tikal1ata,Y･,Huffman M:A･皮 BardiM･(2002)
Long-term trendsin matrilinealinbreedingamongthe

JapanesemacaquesofArashiyamaBtroop･Intemational

JoumalorPrimatology23:399-410.

ll)Tikahashi,H.(2001)Influenceoffluctuationinthe

operationalsexratiotomatingoftroop_andnon-troop

maleJapanesemacaquesforfouryearsonKinkaZan

Island,.JapanL.primates43:183-191.

12)Yoshida,T.,Matsumuro,M.,Miyamoto,S.,Muroyama,Y.,

Tashiro,Y., Tikenoshita,Y.& Sankai, T. (2001)

MonitoringthereproductivestatusofJapanesemonkeys

(Macacabscata)bymeasurementofthesteroidhomtones

infecalsamples.Primates42:3671373.

-和文-

1)古市剛史 ･橋本千絵 (2002)ボノボとチンパンジーの

性行動の再検討～なぜチンパンジーのメスの方が活

発な性行動を見せ るのか～.霊長類研究 17(3):

243-257.

2)橋本千絵 ･古市剛史 (2002)集団間移籍と近親交配の

回避-ボノボのデータを用いたシミュレーション.

霊長類研究 17(3):2591269.

3)川本芳 ･大浮秀行 ･和秀雄 ･丸橋珠樹 ･前川慎吾 ･白

井啓 ･荒木伸一 (2001)和歌山県におけるニホンザル

とタイワンザルの雑種に関する遺伝学的分析.霊長

類研究 17(1):1-23.

4)田代靖子 (2001)ワンバ森林で新たに観察されたボノ
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ボの肉食.霊長析研究 17(3):271-274.

番評

一和文-

1)杉浦秀樹 (2001) r丑長狩生憶学-環境と行動のダイ
ナミズムJ杉山幸丸 編著,京都大学学術出版会.霊長

桁研究 17(1):31-32.

報告その他

一英文-

1)Mori,A.Doug,A.,Iwamoto,T.& Doi,T.(2001)I
Comparisonoftwocommensalgroupsofhamadryas

baboonsinTailcity.平成 10-12年度文部科学省科挙

研究費補助金基盤(A)(2)｢ヒヒ類の社会構造の変異に

関する生儒学的 ･遺伝学的研究｣研究成果報告各

pp.95-103.研究代表者 :岩本俊孝.

2)NakagawaN.,Ohsawa,H.&MuroyamaY.(2001)Life

Mstoryparametersofawi]dgroupofwestAfricanpatas

monkeys(ETthrocebuspataspatas).平成 11-12年度

文部科学省科学研究費補助金基盤研究(A)(2)｢アフリ

カ熱帯林の霊長類とその草原-の進出 :比較研究｣研

究成果報告書 pp.(2)1･11.研究代表者 :大将秀行.

3)Ohsawa,H.(2002)Social-dynamicsorpataSmonkeysin

Kala･Malouenationalpark,northemCameroon.平成 11

-12年度文部科学省科学研究費補助金基盤研究

(A)(2)｢アフリカ熱帯林の霊長類 とその草原-の進

出 :比較研究｣研究成果報告書 pp.(1)3-ll.研究代表

者 :大滞秀行.

-和文-

1)茶谷煎 ･坊田穣 ･大将秀行 (2002)野生バクスモンキ

ーの運動とその発達.平成 11-12年度文部科学省科

学研究費補助金基盤研究(A)(2)｢アフリカ熱帯林の歪

長類とその草原-の進出:比較研究｣研究成果報告書

pp.(4)ト33.研究代表者 :大滞秀行.

2)輯田穣 ･茶谷煎 ･大滞秀行 (2002)パタス ･モンキー

のロコモーション特徴について.平成 11-12年度文

部科学省科学研究費補助金基盤研究(A)(2)｢アフリカ

熱帯林の霊長類とその草原-の進出:比較研究｣研究

成果報告杏 pp.(3)1･8.研究代来者 :大将秀行.

3)橋本千絵 (2001)ボノボ "pre-PHVA"ワークショップ

からの報告一生息の現状分析と保護計画の籍定に向

けて-.霊長類研究 17(1):25-29.

4)森明雄 (2001)オスのマントヒヒによる若齢個体に対

する世話行動とハーディング行動.平成 10-12年度

文部科学省科学研究於補助金基盤(A)(2)rヒヒ類の社
会構造の変異に関する生憶学的･迫伝学的研究｣研究

成果報告番 pp.79-89.研究代表者 :岩本俊孝.

5)杉浦秀樹 (2002)金華山ゐサル ･生まれる赤ん坊の性

比.宮城県のニホンザル 12:15-16.

6)杉浦秀樹 ･小山陽子 (2002)金郡山のサル ･オスは何

歳で群れを出るか.宮城県のニホンザル 12:9-14.

7)鈴木晃 (2001)野生オランウータンの生活.(地球映像

ネットワーク,東京).wildlife6:20-23.

著杏

一茶文-

1)Hashimoto,C.皮Furuichi,T.(2001)Currentsituationof

bonobosin 仙eLuo ReseⅣe,Equateur,Democratic

RepublicofCongo.In:AllApesGreatandSmall,Volume
l:African Apes(eds.GatdikasB.M.F.,Briggs,N.E.,

Sheeran,L.K.,Shapiro,G.L.,皮Goodall,∫.).KIuwer
AcademiC/PlenumPublishers,NewⅥ)rk.pp.83･93.

2)Hosaka,K.,Nishida,T.,Hamai,M.,MatsumotO-Oda,A.皮

Uehara,S.(2001) Predation ormammals by the

chimpanzeesoftheMahaleMountains,Tanzania.Tn:All

ApesGreatandSmall,Volume1:AfricanApes(eds.
GaldikasB.M.F.,Briggs,N.E..Sheeran,L.K.,Shapiro,
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行動神経研究部門

思考言語分野

松沢哲郎 ･友永雅己 ･田中正之

<研究概要>

A)チンパンジー･コミュニティにおける知識･技術の社

会的伝播

松沢哲郎 ･友永雅己･田中正之 ･明和政子 1)

･平田 聡 1)･松林滑明 2)･彼藤俊二 2)･鈴木樹理 2)

･熊崎清則 2)･前田典彦 2).加藤朗野 2)･南雲純治 3)

･道家千聡 4)･落合知美5)･大橋 岳6)･中島野恵 6)

･上野有理 6)･クローディア-ソウザ 6)

･マウラ-チェリ6)

チンパンジー母子3組を中心とする1群 14個体の飼

育下コミュニティを対象として,道具使用行動や認知ス

キルの母子間 ･世代間 ･コミュニティ内での伝播につい

て実験的な検討を行った｡これらは以下の研究者との共

同研究である｡竹下秀子,水野友有 (以上,滋賀県大),

武田庄平(東京農工大),岡本早苗(名古屋大),林 美里(京

都大),伊村知子(関学大),魚住みどり(慶応大),ナデー

ジュ=バコン(コンビェンヌ工科大)｡また,NHK(アニ

カ ･プロダクション),中京TV,毎日新聞と共同して,

知椛 ･技術の社会的伝播に関する映像記録をまとめた｡

B)チンパンジーの認知発達研究

松沢哲郎 ･友永雅己･田中正之 ･明和政子 1)

･平田 聡1)･松林清明2)･後藤俊二 2)･鈴木樹理 2)

･熊崎晴則2)･前田典彦 2)･加藤朗野 2)･南雲純 3)

･道家千聡 4)･落合知美 5)･クローディア-ソウザ 6)

･大橋 岳 6)･中島野恵 6)･上野有理 6)

チンパンジーの乳児 3個体を対象として,チンパン

ジーの認知発達の研究を総合的におこなった｡これらは

以下の研究者との共同研究である｡小嶋祥三3),泉 明宏

V,l平井啓久 2),上野吉-2),三輪宣勝 2),依田 穣8),茶

谷 煎 1),西村 剛 6),三上孝允 9),清水慶子 10),藤田和生,

板弁昭二,石川 悟,桑畑裕子,村井千寿子,林 美里(以

上,京都大),川合伸幸,岡本早苗(以上,名古屋大),

竹下秀子,水野友有(以上,滋賀:県大),伊村知子(関学大),

魚住みどり(慶応大),関根すみれな(林原博物館),ナデ

ージュ=バコン(コンビェンヌ工科大)｡

C)チンパンジーの認知･言語機能の比較認知科学的研究

松沢哲郎 ･友永雅己 ･田中正之 ･南雲純治 】)

･クローディア=ソウザ 6)･ジョェノL-フアゴー11)

チンパンジーとヒトを対象に,認知 ･言語機能の比

較研究を継続しておこなった｡主として,1個体のテス

ト場面で.数の大小判断,視線の認弧,絵画的奥行き知

栄,カテゴリー認識, トークンの任用,ビデオ画像の記

悼,図形の大域的/局所的処理などの研究をおこなった｡

これらは以下の研究者との共同研究である｡川合仲象

岡本早苗(名古屋大),伊村知子(関学大),森村成樹(林原

博物館)｡

D)野生チンパンジーの道具使用と文化的変共

松沢哲郎 ･平田 聡 1)･クローデイア=ソウザ ¢)

･大橋岳6)･藤田志歩6)

酉アフリカ ･ポッソウとその近隣のコミュニティー

(ニンバ.ディェケ)の行動と生憶を2001年5月から2002

年 3月まで調査し,ビデオ記録の郎析をおこなった｡こ

れらは,以下の研究者との共同研究である｡山越 言(京

都大),ドラ=ビロ(オックスフォー ド大),タチアナ=ハム

ル(スターリング大). また,イギリスBBC放送と共同

して,道具使用の多様性に関する映像記録をまとめた｡

E)オランウータンの行動 ･認知研究

松沢哲郎 ･平田聡 1)

マレーシア ･ボルネオ島のオランウータンの行動を

2002年 3月に調査し,ビデオ記録の解析をもとに,チン

パンジーとの比較の観点から行動 ･認知発達について検

討した｡

F)飼育歪長頬の環暁エンリッチメント

松沢哲郎 ･友永雅己 ･鈴木樹理 2)

･熊崎清則 2)･前田典彦 2)･落合知美 5)

動物福祉の立場から環境エンリッチメントに関する

研究をおこなった｡3次元構築物の導入や植樹の効果の

評価,個別飼育マカクザル-の各種パズルフィーダー導

入の効果,芳香刺激の呈示によるストレスの低減,認知

的ストレスの非侵襲的生理指標による評価などを行った｡

また,｢環境エンリッチメントのすすめ｣をインターネッ
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